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論文内容の要旨

本論文は，慣性核融合プラズマを新しく開発した核反応粒子による密度 ・半径積ρR診断法により研

究した結果をまとめたもので， 4章よりなっている。

第1章は緒論であって，本論文の意義と位置づけを行い， 重水素を燃料とする標的を用い， D-D反

応(1次反応)により生成される中性子n(2.45MeV)と2次反応 (D-'He，D-T反応)によるプ

ロト ンP(14.7MeV)および中性子n(14.1MeV)との同時計測でρRを診断する 2次核反応法の有効

性を示している。

第2章では，核反応粒子の計測方法，較正実験の結果について述べている。2.45MeV中性子検出器の

絶対較正を検出効率が既知の固体飛跡検出器CR-39により 3MeVプロトンの検出結果を用いて行なっ

ている。次いで， 5-15MeVのプロトンに対するCR-39の検出効率の測定をサイクロトロンよりの

15MeVプロトンにより行うと共に， 14.7MeVプロトン以外の荷電粒子を除去するのに用いるフ ィルター

中で生ずる多重散乱効果ならびに雰閤気に対する検出効率の依存性を明らかにしている。さらに飛行時

間法により2.45MeV中性子と14.1MeV中性子の分離計測法について述べている。

第3章では開発したρR計iI¥'J法を爆縮プラズマに適用し，爆縮コアーのρRを評価すると共に14.7

MeVプロトンと14.1MeV中性子より決定したρR値の相巽より燃料プッシャ ーの混合状態が評価でき

ることを示している。さらに，燃料とプッシャーの混合状態がターゲット構造により異なることを明ら

かにしている。

第4章は結論であって，得られた結果をまとめ，本論文の総括を与えている。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，核反応粒子を利用した新しい診断法により慣性核融合プラズマの爆縮過程を研究したもの

で，主な成果を要約すると次の通りである O

(1)従来， Ag放射化カウンターの2.45MeV中性子に対する検出効果の決定は，計算あるいはアメリシ

ウム ベリリウム等のエネルギーの異なる中性子を用いて行われていたが， 3MeVプロトンに対し

て検出効率が既知の固体飛跡検出器CR-39との同時計測で較正することにより， 2次核融合反応法

でρR値を決定するのに必要な主核融合反応数の高精度の測定を実現している。

(2) C R -39のプロトンに対する検出効率をはじめとする応答特性の測定値はプロトンエネルギー 5

MeVが最大であったが，サイクロトロンよりのプロトンを用い， 15MeVまでの特性を詳細に測定し

ている。その結果，検出効率は使用した金属箔フィルター中の多重散乱効果により 1より低下するこ

と，ならびに雰囲気により異なることを見出している。さらにCR-39の表面と裏面のトラックの相

関を利用することにより14.7MeVプロトンによるトラックと2.45MeV中性子反跳フ。ロトンによるト

ラックとが分離出来ることを示している。

(3) D
2
燃料を用いたレーザー爆縮実験において，2.45MeV中性子による 1次核融合反応数の絶対値測

定ならびに14.7MeVプロトンと14.1MeV中性子による 2次核融合反応数の絶対値測定から，核融合

反応時のρRの決定に成功している O また 2次反応14.1MeV中性子数と 2次反応14.7MeVプロト

ン数より求めたρR値の相違から，燃料とプッシャーとの混合の度合を定量的に評価できることを示

している O さらに，この燃料とプッシャーの混合の度合は標的に低Z物質のCHコーティングを施す

ることにより弱められることを見出している。

以上のように，本論文はレーザー爆縮プラズ、マの重要な物理ノマラメーターの一つで‘ある燃料密度半径

積を測定する新しい手法を開発し，爆縮の物理過程に関する新しい知見を与え，核融合工学に寄与する

所大であるO よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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